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36t1），　 43〜54　（1982）

　　　　　竹葉および タケ科植物の生薬学的研 究 （VII）1）

日 本市 場 の 「ク マ ザサ （隈笹 ・熊笹）」 の 基 源 植 物 お よびザ サ属

（チ マ キ ザサ節，チ シ マ ザサ 節，ア マ ギザサ節およびナ ンブス ズ節）

の葉の 内部お よび表面の 構造につ いて
2）

　　難波恒雄 ， 裴　基煥

富山医科薬科大学和漢薬研究所3）

　　Pharmacognosdcal 　Stud 董es 　 on 　tbe 　Crude 　Drug ‘‘Zb丘・y さ
，，

　　　　　　　 and 出 o 　Bambusaceous 　Plants （vn ）
1 ）

On 　 the　 Bota   ca10rigi 皿 s 　 of 　the　 Fo 置k　 Me 【皿ch 亘e
‘‘Kuma ・冨 asa

，，

・ nthe 　Japanese　Market5 　and 　the 　C ・ mparative 　Anat ・micIU

　 Studies　 of 　t』e　Leaves　 of 　the　Genus 　S α 8α （Sections　8α8α ，

　　　　Macrocゐ‘α隅 〃8，
　Monilicla ｛tae　and 　Lasioderma ）

2）

TsuNEo 　NAMBA 　 and 　KI 　HwAN 　BAE

Resear‘ゐ ∫η∫廨 吻 ∫or　Wakan−｝’aku
，

τo丿ama 　Medical απゴ P加 rmaceuticat σ π‘ひθr∫吻
3＞

（Received 　July　6，1981）

　Afolk 　medlcine
“Kuma −zasa （隈笹 ・熊笹）

” has　becll　used 　as　a　rcmcdy 　for　 a 　burn，　 an 　injury

by・biti・ g ・f　d・9，・ h・m ・pty・i・ and 　a　u ・emi ・，・t・」・ J・p・n ・R ・cently ，　it　h・・ b ・cn ・PPIi・d ・ ・

an 　anticancer 　agent 　in　the　folk　treatment ，　The 　botanical　origin 　of
“ Kuma −zasa ”has　not 　been

identified　yet，　therefore，　 it　has　histologically　compared 　with 山e　lcaves　of 　the　gcnus　Sasa．　 lt

is　clarl6ed 　that　the　botanicat　oTigin 　 of
“Kuma ．zasa ”has　 not 　becn　derived　from 　the　leaves　 of

sasa　 veitchii　REHDER （
・・Kuma −zasa ”in　Japanese）but　has　been　derived　mainly 　from 　the 　leaves

・ f・S．・P。lmata（M ・ R ・・A ・）NAKA ・ ・ nd ＆ 鯤 ・… 言・ （F ・ AN ・H ・ T　et　S ・vATIE ・）R ・ HD ・ R ・and ・ar・1y

from　the　Ieaves　of 　S．ノahikoensis 　M へ K 【No 　and 　S．　kuritensis　M へ K 置N ，　et　S ／｛IBATA ．

　The　 cQmparative 　 anatornical 　 characteristics 　 of
‘‘Kumatzasa ”

and 　the　leavcs　of 　l　l　 species 　of

the　genus　 Sa5a　 are 　 shown 　in　TABLE　 L

　日本 に は 民間的に 「ク マ ザ サ （隈笹 ・熊笹）」 と称す る 生薬が rh 販 され て お り，古 くか ら 火 傷，犬咬傷
4＞，吐血 喀

血 ，下血 ， 小便渋滞
5）

などの 治療 に 用 い られ ， ま た 最近で は 抗腫瘍薬 と して応用され て い る．

　市販 の 「ク マ ザ サ 」は 明 らか に タ ケ 科植物の 葉で あ るが ， 外観上 数種 の 葉の 混入が考え られ た ．植物学上 の 真の ク

マ ザ サ Sasa　veitchii （GARR ．）REHDER は，葉に 隈を生 じ美 しい こ とか ら観賞用と して 広 く栽植され て い る が，そ の 自

生品は京都府 の 山間地に 見出 され てい るだけ で，分布 の 局「N され た種 で あ る ．そ れ ゆ え 市 場 品 の 「ク マ ザ サ 」 が

s．veitchii の 葉で あ る可能性 は ほ とん ど考え られない ．柴田 ら
6） は 生薬 「ク マ ザサ 」 の 薬理 作用 を 行 うに 当 っ て Sasa

1）第 6 報 ： T ．Namba 　and 　K ．　H ．　Bae，　Sho］akugaku 　Zasshi，36，
32（1982）．

2） 日本薬学会第99年会 で一部を発表 （札幌，1979年 8 月）．
3）Location： 2630　Sugitani，　To丿ama 　930−Ol，／aPan ．

4）富士 川 游，
“
民間薬

”

，吐鳳堂書店，東京，1914，p．343，　p ．393．

5）赤松金芳，
“
和漢薬

”
，医 歯薬出版，東京，1970，p．649，

6）・ ）柴 田 丸 ln竹美和，板本満夫 ， 金森正 人，高木敬次郎，岡部 進，矇 理 071 ・481（1975）； b）柴田 丸・

　久保恭子 ， 小野田真， H薬理 ，72，531（1976）； c）柴 田　丸 ， 久保恭 ∫
L，小野 田真，薬誌，98，1436（1978）；

　 d）柴田　丸，藤井三 映子，山 口 良二 ，薬誌，99，663 （1979）； e）柴 田　丸，佐藤冬恵，竹 ドー夫，大谷孝吉，

　 鑠 ，　34，　274（1980）．
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TABLE  I.The  Com     .paratlveAnatomicalCharacters

8gts&.nNEsxm

v-s-vJ"-ca-aake-cH

',9>oUaCH":co

"aqp

ts)oA

    Erements

Size(lengthxwidth,crn)

Entire shapci}

Stifflness of  blade

Haris (.U.P.Pi,r g."i,f#,C:
Number  of veins

Distance between

Bristlchairs

Sasa

Species(S.
 Palmata

a?fiir-ti--A

Inncrmargln

Outcr    .margln

{
{

two  veins(mm)

Number  within

         1cm
Length(pm)

Number  within

         1cm
Length(ptm)

S. senanensis
 a-,V!-k-B

 20-25  × 5-7

    cCoriaceo

-chartaceous

    +

   22-24

    3-4

   13-15

  250-300

   21-25

  400-750

       tt
S,Jahikoensis
 aytFt.C

S. veitehii

 20-30 × 7-IO

   u, or  1)

 Coriacco
 -chartaceous

   22-24

    3-4

    13-15

   200-250

    26-28

   350-450

   120-130

    5-7

   150-160

 24-27x8-13

90-120 × 25-30

   80 140

   60-80

20-25  × 4-5

    cCoriaceo

-chartaceous

    +

  20-22

   3-3. 5

  20-24

  150-200

   35-40

  250-320

20-25 × 4-5

    dCoriaceo

-chartaceous

   20-22

   3-3. 5

   18-20

  250-270

   35-40

  250-320
                             '

Diameter  of  median  vb2)  in midrib

Number  of  smaLl  vb  in mldrib

Thickncss of  mesophyll(prn)

Papillae(lengthxdia.,xim)

Fusoid cells  (lcngth x  ditt,, "n'i)

Numbcr  ot' fibers at  inner margin

Number  of  fibcrs at  outer  margin

     '

   l20-130

    5-7

   150-160

 22-25XS-13

90-120x25-30

    80-140

   60-80

   110-120

    5-6

   12()-130

 22-25 × 7--11

90-110  ×  2U-25

    35-40

   35-45

   llO-120

    5-6

   120-130

 22-25× 7--1I

90-100 × 2e-25

   30-50

   4U-50

Silica cells  on

Prickle hairs

Micre  hairs

veinlet

Size of

h?.'IS,kie(

iiT.l:go (
State ef

silica  cell

      (Iength x  with,  ptm)
Distributien3)

Sizc(lengthxdia.,ym)

Size(1ength× dia.,pm)

Shapel)

 stomata  with  papMaeS)

IS-15x18-20

     a45-75

× 15-27

50-60 x  6-7

     a

     a

IS-15 × 18-20

     a45-75

 x  15--27

60"5 × 6-7

     a

     a

13-15 x  18-20

     a45-75x15-27

60-70x6-7

     a

     a

13-15 x  18-20

     a45-75

 X  15--27

60-70x6-7

     a

     a

1)2)3)4)5)a,ovate-oblong;  b,oblong; c,oblong-lanceolate;  d,broadly linear-ob!ong.
vb,vascular  bvndle.

a,present  wholly  on  ]owcr surface;  b,prescnt between  midrib  and  euter

a,basal  cell  is longer than  dlstal cell;  b,basal and  clistal cells  are  samc

a,stomata  are  overarched  with  some  pap{11ae.

                                         (44)

marg]n.in
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of"Kumazasa"and  theLeavesof  Gcnus Sasa

Sectien

Macrochlamps

--"-
 Monoli}2adae'"

   S,tsaboiana S.hayatae

Lasioderma

S. kurilensis
fi -r tit-v--D

S, cernua S. tsukubensisS.  shimid4uanaS,  oshidensis

18-22x3-5

    cCoriaceous

   18-22

   3-3. 5

   15-17

  200-250

  25--27

  300-450

20-28 × 5-7

    bCoriaceo

-chartaceous

   +

  20-22

   3-3. 5

   13-15

  200-250

  20--23

  350-500

15-28 × 3-6

    cCoriaceo

-chartaceous

  18-20

  3-3, 5

  10-12

 200-250

  30-35

 350-550

15-24 × 3-4

   cChartaceous

   +

  18-20

  S--3. 5

  18-20

 200-250

 30-3S

 350-450

 18-30 × 3-6

  atoc

 Coriaceo
 -chaTtaceous

    +

  18-20

   3-3.5

  10-12

  I50-200

  17-20

  300-5oo

  100-IIO

   4-6

  120-130

24-27 × 6-IO

23-28 × 4-5

  atoc

Coriaceo
-chartaceous

   +

  18-20

  3-3, 5

  12-14

 200-250

  l7-20

 350-450

2e-32 × 4-5

 atocCoriaceo

-chartaceous

  18-20

  3-3.5

  10-12

 150-2oo

  30-35

 300-500

  130-140

    5-7

   120-ISO

 24-27 × 6-IO

90-11O ×  20-25

   35-50

   40-50

   140-150

    5-7

   140-150

 24-27×6-I2

90-100 × 25-30

   SO-40

   25-40

  100-110

    4-6

  120-130

 24-27 x  6-lO

70-100 x  25-30

   25--40

   35-45

  110-120

   4-6

  120-ISO

24-27× 6-IZ

60-80x25-30

   15-30

  2S-30

80 -1OO ×  25-30

   30-3S

   35-40

   110-120

     4-6

   140-150

 24-27× 6-12

1(ro-ILOx2S-30

    25-30

    20-25

   110-120

     4-6

   120-130

 22-25 × 8--11

100-110 × 25-30

    25-40

    30-45

+ + +

13-15x18-20

    b45-75

 × 15--27

6080x6-7'

    a

    a

l3-15× 18-20

    a45-75

× 15-27

60-･70× 6-7

    a

    a

IS-15  × 18-20

    a40-90

× 20-30

55-60x7-8

    a

    a

13-15 ×  18-20

     a40-75

× 20-27

45-55x7-8

    a

    a

14-17 ×  I8-20

     a40-75

× 17-25

45-55 × 7-8

    a

    a

15-17 ×  18-20

     a40-75

 × 17-25

45--55 ×  7-8

   a, b

     a

15-17 X  l8-20

     a45-60

 x  17-25

45-55 x  7--8

     a

     a

(45)
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aleO −marginata 　M へKINO 　et　SEIIIIATA（＝S．　VeitChii　R 巳 HDER ，ク マ ザ サ ） と し て い る が ，信 用 し が た い ．そ こ で ， こ の

墓源を確証す る た め ，市場 品 とサ サ 属 （Genus 　Sasa）の 葉 とを比 較組織学 的に 検討 した．

　サ サ 属は 1901年牧 野 お よ び 柴田
7，

に よ っ て 新 設 され た属 で あ る．そ の 形 態 的 特 微 と し て ，稈 は 真 ［11［：ぐに 立 たず，斜

生 L ，肩 丘は 秤に 対 L 直角に 生 じ， 全 llli粗渋 で あ る こ とが 挙げ られ る．こ の 属 は 1［本タ ケ 科
・
植物の ll1 で

， 最もそ の 種

類が 多 く，鈴木
8〕

に よ っ て 5 節 35陲 7亜 種28変種24品種に ，北忖ら
9）

に よ っ て 5 節 34種 6 亜種，27変種 16品種に ，室

井
10 ）

レこ よ っ

r
〔 9 費釦｝ニ ラ｝想｛さ ／tし

』
⊂し・る．

実　験 　の 　部

　 L 　実験材料

　 L　生薬材料

　 日 本市場 の 「ク マ ザ サ 」： 栃本天海堂 （大阪，1977年 3 月），高木商会 （松本市，1979年 4 月）お よび LI　1本漢方薬店

（富山 市 ， 1979年10月 ）か らの 入手品．

　 2．　 比 較材料

　A ．　Section　Sasa （チ マ キ ザ サ 節）

　（1）S．Palmata（MARLIAC）NAKAI チ マ キ ザ サ ： 冨士 竹類埴物園，静 岡県 駿 東 郡 （1976 年 8 月） の 栽培品 ， 福島県岩

代 （1963年 8 月），北海道足別 市 （1979年 9 月 ）お よ び富LLI県富山市 （1980年 10丿］） で の 採集品．

　（2）S．　senanen ∫i∫ （FRANcHET　 et　S　wATiER ）REIIDER ク マ イ ザ サ ： 富士 竹類植物園 （1976年8 刀 ） の 栽 培 品 ， 栃木

県 日光 市 （1961年 8 月 ），北海道冨良野ll∫ （1979年 9 月）お よ び 冨山県宮rll市 （1979年11月〉で の 採集品，

　（3）S．コahikoensis 　MAKINo ヤ ピ コ ザ サ ：新潟県 弥彦 lil（1943年10月 ） で の 採集品．

　（4）S．veitchii （CARR ．）REHDER ク マ ザ サ ： 寓上 竹類植物園（r976 年 8JI ），京 都 値物園，京 都府京都 11∫（1965年 4 月 ）

お よ び 福島 県 白河市 （1958 年9 丿一1）で の 栽培 晶．

　B ． Scctien　Macrochlam／S （チ シ マ ザ サ 節）

　（1）S、kurilensis（R 匸〕pKEcHT ）M 脚 No 　 et　SH 正BATA −e シ マ ザ サ ： 冨 上 竹 類 植物 園 （1976｛］三8 月 ） の 栽培品，北海道

小樽 （1979年 9 月）で の 採集品．

　 （2）S．cernua 　MAKINo オ ク ヤ マ 1厂サ ： 栃木県 1」光 rb （195efl
’・　7 ）J） てソ ，採集品．

C ． Secti・ n　Monitictadae（7
−

♂ ギ ザ リ
ー
節）

　 （1）S．　tsuboiana　Mx − No イ ブ キ ザ サ ： 富 1：iノ」’嚢頁植物園 お よ0蛎 く都植物閾 （1965年 41j ） の 栽培品，静岡県賀茂 i｝ll
（1960年 8 丿1），高知県土佐郡 （1980ft，・10Jj） て の 採集 lhi］．

　（2）S．ha丿atae 　M ，xKm ’
o ミ ャ

．
1 ク

．
1 ザ

．1ノー： ll｛争岡 県 賀茂 君ll（19601 卜8 月 ）， 愛媛 県伊予二 1制 1 （1980iドllJ
「
］） で の 採

集品．

　 D ．　 Section　Lasioderma（ナ ソ ブ ス ズ 節）

　（1） S．tsukuben 」is　 NAKAI ツ ク バ ナ ン ブ 7．ズ ： 福 II；1∫県 西 白 押∫郡 （1958 ｛F　8 丿1） で 0 採 ca−lhl：．

　（2）3．shimidluana 　M ，XKINO ハコ ネ ナ ン ブス ズ ： 神奈川 県箱根 （1969年 7 月 ） で の 採集品．

　（3）S．　oshidensis 　M 　NKINo 　et　UcHrDA オ ォ シ ダザ サ ：富士竹類植物園 （1976年 8 月） の 栽培 品，

　II．　外部形態

　1，　 口本市場 の 「ク マ ザ サ 」（Fig．1）： 市場 品 は 通常 カ ヅ ト品で あ il　r ときに 全形の 葉 も認 め られ る，葉身 は 非常

に 硬 く，葉身 の 基部に は 短 い 柄 が あ り，葉鞘部 と関節す る 点な どか ら，明 らか に タ ケ 科植物の 葉で ある，葉身部 の 幅

は 4〜10cm で ，硬 い ．緑黄色〜緑褐色を 呈 し，わ ずか な 香 りが あ るが味は な い ，

　2． 比 較植物

　 A ．　 Sectlen　 Sasa

　（1）Sasa　palmata（Fig・2，　A1−3）； 葉ぱ 卵状楕円形 また は 楕 円形，皮状紙質，長 さ 20〜30　cm ，幅 7〜10cm ，両 面

無 毛，平 行 脈は 22〜24 個，平行脈間の 間 隔 は 3〜4mm で あ る．平行脈間に は 8 〜9 個 の 平行細脈が 認 め られ る ．

7）T ，MakinQ 　and 　K ，Shibata、　Bot ．　M αg、（Tok／o），15，27（1901），
8）鈴木貞雄，

“Ll本 タ ケ 科・植 物総 目録
”
，学 習研究社，東京，1978，　p．118，

9）北村四 郎，村田　源，
“
原 色 1．1本植物図嬬，木 本編 『 ，保育社，大阪 レ

1979，p．38
・t．

10）室井　tw−：“

有用竹類図説
”

，六 月社，大 「汳，1962，　p．255．

（46 ）
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Fig ．　L　日木 f
’
［i場の 「ク マ ザ サ （隈笹 ・熊笹）」

剛毛 （bh）は 内側葉縁部 （A2）で は 3 〜5 列 で
， 各列 と もに まば ら に 認め られ （Icm 　 L1・に 13〜15個）

エ1〕，短い （長 さ

200〜250μ m ）．外側葉縁部 （A3）で は 1列 で，や や まば らに 認め られ （26〜28個），や や 長い （350〜450μ m ），葉柄は

5〜8mm ．

　 （2）S．senanensis （Fig．3，　A1．3）： 葉は楕円状披針形，長 さ 20〜25　cm ，幅 5〜7cm で ，上面無毛 ， 下面有 毛，内側

葉縁部 （A2）の 剛 毛 は S．　Palmataに 類似す る が，外側葉縁部 （A3） の そ れは 長 い （400〜750μm ）・

　 （3）S．ノahik ・ensis （Fig，3，　Dl −3）： 葉は楕円状披針形 ， 長 さ 20〜25　cm ，幅 4〜5cm ，皮 状紙質 ， 上 面無毛 ， 下 面有

毛，内側葉縁部 （D2）の 剛 毛は S．　Palmataよ りゃ や密 （20〜24 個〉で ，や や 短 く （150〜200μm ），外側葉縁部 （D3）

の 剛 毛は や や 緻密 （35〜40個） で ，や や 短い （250〜320μm ）．

　 （4）S．veitchii （Fig，3，　G1．3）； 葉 は 広線状楕 円形，長 さ 20〜25　cm ，幅 4〜5cm ，両面無 毛．内側葉縁部 （G2）の

剛 ｛三は S．　Patmataに 類 似 す る が ，外側葉縁 部 （G3）の 剛 巳は や や 緻密 （35〜40 個） で ，や や 短 い （250〜320μm ）．

冬 雫 に 隈 ど りが 認め ら れ る．

　 ］1，　　　Scctio置l　M αCro σhtam／S

　（1）S．　kuriten．i’is（Fig．4，　Al −3）： 彙：よ惰 円 i丿こ披針形，長 き 18−一・22　cm ，幅 3〜5cm ，皮 質，両 面無 毛．剛 巳は 内側 蘂

縁部 （A2）て
・
は 3〜5 夕1」て，各列ともに ・やや まば ら　（15〜17 「固）に な り，短 い （200〜250μm ）．外但1」葉縁部 （A3）で

は 1 列て
’
，や や まば ら （25〜27 個）て あ り，−K

’・
や 長 い （300−．．4．50ttrn）．

　（2）S．　cernua （Fig．4，　Dl．3）： 葉は 楕 円形，長さ 20〜28じm ，幅 5〜7cm ，皮 伏紙質 ， ．［：面無 6，　卜面有｛三．剛 ｛｝は

S．kurilensisに 類似す る ．

　 C ．　 Section　Moniticladae

　 （1）S・　t∫uboiana （Fi9．4，　F1−3）： 葉は楕円 1犬披釧形，長 さ 15〜28　cm ，幅 3〜6cm，皮状紙質，両 面 無 E．剛 琶は 内

側葉縁部 （F2） で は 3 〜5 列 で ，各列 と もに まば らに 認め られ （10
〜12 個 ），短 い （長 さ 200〜250

μm ），外側葉縁部

（F3）で は 1 列で ，や や 緻 密に 認 め られ （30〜35 個 ），や や 長 い （長 さ 350〜550μm ）．

　（2）S．ha／atae （Fig，4，　H 、
−3＞： 葉は 楕 円 状披針形，長 さ 15〜24　cm ，幅 3〜4cm ，紙質，上 面無毛，下 面有毛．内

側葉縁部 （H2）で の 剛毛は S．　tsuboiana よ り多 く認 め られ る （18〜20個 ），

　 D ．　 Section　 Lasioderma

　（1）8，勧 加 伽 廊 （Fig．5，　A1 −3＞： 葉 は 卵状楕円形ない し楕円状披針形，長 さ 18〜30cm ，幅 3〜6cm ，上 面無毛，

下 面は 有毛，皮状紙質で ある．剛毛は内側葉縁部 （A2）で は 3〜 5 列で
， 各列と もに まばらに

、認め られ （10〜12個），

短い （長 さ 150〜200
μm ）．外側葉縁部 （A3）で は 1列 で ，や や まば ら に 認 め られ （17〜20個）， や や 長 い （長 さ 300

〜500Ptm）．

　（2）S．　shimidluana （Fig．5，　D1 −3）： 黛は 卵伏楕円形な い し楕円状披針形 ， 長 さ 23〜28　cln ，幅 4〜5cm ，皮状紙質，

上面無 吾，下 面有匸，剛 匸は S，‘，vukabensis に 類似す る，

　（3） S．　oshidensis （Fig，5，　 Fl−3 ）： 葉は 卵 1犬楕 円形 な い し楕 円状披針形，長 さ 20〜32cm ，幅 4〜5cm ，皮 状紙質，

Lt，ト面無 匸．外但1喋 縁部 （F3）の lh
・
lil　Eは S．　tsukuben5isよ り多く認 め られ る （30〜35個 ）．

11）以後，剛毛の 数 は 葉の 中央部の 葉縁部に お け る lcm 中の 数 を示 す．

（47 ）
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         Fig, 2. Internal and  Surface Structutcs of  
"Kuma-zasa-A"

 on  thc Japanese Markets

               (Leaves of  Sasa Palmata(MARLiAc)NAKAI)
Ai,sketch of  leavcs; A2r3, bristle hairs on  both marg;ns  (2,inner margin;  3, outer  margin);  Bi-2, diagrams

illustrating transverse  sectien(1,midrib;  2,petiole); CiT4,detailed drawings of  transverse  section  (1,midrib;
2,mesophyll; 3,inner margin;  4,outer margin);  Di.3,upper surface  (1,midrib; 2,vein; 3,veinlet) and  D4.7

lower surface  (4, midrib;  5, vein;  6, veinlct  bctween inner margin  and  midrib;  7, veinlct  between midTib

and  outer  margin).
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Internal and  Surface Structures of  
"Kuma-zasa-B"(lcaves

 of  Sasa senanensis

S.4vATiliR) REiiDER)  and  
"Kuma-zasa-C"

 (leaves of  S. Jyahikoensis MxKTNo)  on

Markets  and  I.eaves of  S. veitchii  REHDER.

(F]"ANcHET et

 the  Japanese

A-C:, S. senanensis.  t-L],  skctches  of Icaves; A2m3, bristle hairs on  both Tnargins(2,  inncr inargin;  3, outcr  margin)  ;
Bi.4.detailed drawings  oE' transverse  section  (1,rnidrib; 2, tnesophyLl;  3,{nner margin;  4,outer margin);  C],
uppcr  surface  above  veinleL;  C2,lewer  surfacc  above  ve{nlct.  D-F.S..yahikoensis, D,Ei.2  and  F,same  A;  B3.4

and  C  ef  S, senanensis.  G-H, S. veitchii.  G  and  I[, samc  as  A  aTid  C of  S. senanensis.
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   Fig. 4. Internal and  Surface Structures of  
"Kvma-zasa-D"

 on  thc  ,Iapanese Markets  (leaves of

         Sasa kuritensis M.4KINo  et  S,llB,NTA), Leaves of  S. cernua  Nt,sKINo, S. tsuboiana MsKINo

         and  S. ha.yatae MNK]No.

A-C,S.kurilensis. Ai,sketch of  lcavcs; iXz.i,bristle  hair$ on  both margins(2,inncr  margin;  3,outer mar-

gin); B,detaited drawings o{' midrib;  Ci,upper surface  above  veinlet;  Cz, lowcr surface  above  veinlet.

D-E, S. cerizua,D  and  E, samc  as  A  and  C  of  S.kuritensis. F-G,S.  tsuboiana, F and  G, samc  as  A and  C  of

S.kurilensis. H-I,S.ha]atae.H  and  I,sarnc as  A  and  C  of  S. kurilensis,
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　1皿．　 内部形態お よび表面視

　 A．　 Section　Sasa

　（1）S．patmata お よ び 「ク マ ザ サ 」
−A （Fig．2，　B−D ）： 葉の 中央部の 横断面 （B1・

Gl−4）に お い て
・ 主 脈部 （G1）の 上

面は 平坦 で ， 下 面 は 著 し く突 出す る．主 脈 都 に は 主 維管來 （径 120−− 130tim） お よ び
一
ド維管束の ．ヒ部 と左右に 5 〜 7

イ【肋 小維管勅 認 め られ る．維慚 ｛は 並 立 維管At−qN 形 を
「

コ・L ， 厚1］莫帝旧鞄 （・c ）お よ び 鱒 1…（f） か らな る纏
；

棘
11

に よ っ て保護さ れ て い る．葉肉部 の 横断面 （Cz，厚 さ 150〜160μln ） に お い て ， 上 面 と下面は 平坦 で あ るが ， 平行脈

（C2，中央）の 下面は や や 突 出 す る． しか し，主 1脈部 の 近 くの 平行細脈 （C1，内側葉縁部の 方） と内側葉縁部の 近 く

の 平 行 細 脈 （C3，右）の 上 面は 突出す る．平 行脈 の 維管東 （径 80〜90pm）お よび 平行細脈 の 維管束 （C2，左右，径

30〜35μm ）は 並 立 維管束 で 円 形を示 し， 内側維管束鞘 （is）， 外側維管束鞘 （os ） お よび 繊維群 に よ っ て 保護され て

い る．内側維管束鞘の 細胞 の 膜 は 厚膜木化す るが ， 外側維管束鞘 の 細胞の 膜は 厚膜木化 しな い ．平 行脈 の 維管束と上

面，下面表皮 の 間に は 各 々 50〜60，100〜120個 の 繊維 が 認 め られ，平行細脈の 維管束 と上面，下面表皮の 間に は 7〜

20 個 の 繊維 が認め られ る．葉肉部に は紡錘形細胞 （fuc， 長径 90−−120，am ，短径 25〜30μ m ）が 認め られ ，下面表皮

の 乳頭突起 （pp）は 長 い （長 さ 24〜27μm ，径 8〜13μm ）．葉の 中央部の 両葉縁部の 横断面 （G3−4）は 異 な る 内部形

態を示す，す な わち ， 内側葉縁部 （C3） は 葉 肉 部 の 厚さ に くらべ 肥 大す るが，外側葉縁部 （G4）は薄 くな る．内側葉

縁部 と外側葉縁部に は 各 々 80〜140個お よび 60〜80個の繊維が認め られ る．

　表面視 （D1 −7）に お い て ，石L酸 細 胞 （sic） は 大 ぎ く （長 さ 13〜15μm
， 幅 18〜20μ m ），主 脈部 （Dl，4），平彳了脈

．Eの rplj［臓 皮 （D ，，，）お よび 平ff細脈の 下 耐 被 〔D ・，・） に 認 め られ る が ，平 彳了糸脈 の 上 1醸 皮 （D ・＞1二 は 認め られ な

い ，刺 E （prb，長 さ 45〜75μm ，丿911sの 径 15〜27μm ）は ， 下 ［rll表皮 の 全休に 認 め られ るが，上面表皮 に は 認め られ

な い ．卜面 表 皮 に お け る 刺 ．巳の 分布 は ，1ノ」側 葉縁 部 と．IJF酪 ［；の 問 （D6） で CX看fiiで ，主 脈部 と外側葉 縁部の 間 （D7 ） 1：一

多 く認め ら編 （Fig．6，　Al）．　 mi … h・1・ （mih ）は や や 短 く （長 さ 50 〜60’・m ），　b・・al
　
cel1 が dista旦cel1 よ 1坤 や

長い ．気 孔 （・t・） は 周 辺 び）乳頭突 起 （PP） に よ ゲ 〔被わ れ て い る・

（2）5，、・・ … 噛 お よび 「ク
ーtpザ ナ」−B （Fig・　3，　B・Cl）・ S・Patmataと f4’if1J，す 1，　，−fl，繭 ノ紋 に 鞠 i脱 （鰹 65°’w
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　　Fig，6．　 The 　Distributlon　 of 　Prickle　Hairs 　 on 　 Upper 　and 　Lower 　Surfaces

　 　 　 　 　 of 　 Leaves　 of 　 Genus　 Sasa

A 、
一
、，・ecti ・ n 　S・・α （1，　S．・P・lm・t・； 2，　S．・en ・ nen ・ε・； 3

，　S．丿・厭 … si・；
4

，　
S・veit ・頽 ）；

B 、．、，secti ・n　Ma ・… hl・m 」・ （1，
S．　k・・il・n ・i・ ； 2，　S．　cemua ）； G

・
一
・，・・cti・ n 伽 ・・肋 ゴ・e

（1，S．　tsuboiana ； 2，∫．加 丿α ‘αの； D1 −3，　Scction　Lasioderma （1，8．　tsuboensis； 2，、∫．

shimid ζumiana ； 3．　S．　oshidensis ）．

　The 　letters「‘i”，
“
m
”

and
“
o
”lndicate　thc　arcas　of 　inner　margin ，　midrib 　 and

outer 　margin ，　respectively ．　 AU 　 values 　taken 　 to　mear ユ the 　number 　of 　prickle　hairs

per　O．3xO ，3mm2 　section 　and 　they 　are 　given 　in　thelr 　 mean 　valuc 　for　51eaves　in

each 　 species ，

　O ，upPcr 　surface ；　● ，　10wer　surface ．

（52 ）
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850μm ）が 認 め られ る 点で 判別 可能 で あ る．

　（3）s，ノahikoensis お よ び 「ク マ ザ サ 」−C （Fig．3，
　E−F）； S．　Palntataと類似す るが ，内側葉縁部 （El）と外側葉縁部

（E2）に は繊維が各 々 35〜40 個 お よ び 35〜45 個と少な く，下面表皮e：z は単細胞毛 （長さ 650〜850μm ）が認 め られ る

点か ら判別可能で あ る．

　（4）S．veitcitii （Fig，3，　Hl −2）： S．コahikoensis と類似す る が ， 下面表皮に は 単細胞が認 め られない ．

　 B ．　 Section　MacrochtamJs

　（1）S，kuriiensisお よ び 「ク マ ザ サ 」−D （Fig．4，
　B−C）： 主 脈部 （B）に は 主 維管束 （径 130〜140μm ）お よ び主維管束

の 上 と左右に 5 〜 7 個 の 小維管束が認め られ る．内側葉縁部と外側葉縁部 に は 繊維が各 々 35〜50，斗O〜50 個認め ら

れ る．表面視に お い て ，硅酸細胞は 主脈部お よび 平行脈上の 両 面表皮そ して 平行細脈の 下面 表皮 （C2）に は 認 め られ

るが，平行細脈 の 上面表皮 （C1）に は認め られない ．刺毛は 上面表皮に は まっ た く認 め られず，下面表皮 の み に 認 め

られ るが ， 内側葉縁部と主脈部の 間に は ま っ た く分布 せ ず，主脈部 と外側葉縁部 の 間に多く認 め られ る （Fig．6，　B）．

m 量cro 　hairは 通常長 い （75〜80μm ） もの が 多く， まれ に や や 短 い もの も認 め ら れ る．　 Sasa属 の 多 くの 節 と同様

basal　 cell が distal　 cell よ りゃ や 長 い ．気孔 は 周辺 の 乳頭突起に よ っ て 被わ れ て い る，単細胞毛は な い ．

　（2）S．・cernua （Fig．4，　E 、
−2）： S．　ku「itensisと類似す る が，次 の 点で 異な る，主維管束 の 径は 140〜150μm で ， 刺毛

は 下面表皮 の 全体に 認め られ （Fig．　6・B2），下面表皮 に 単細胞毛 （長さ 250〜450μm ）が認め られ る．

　 C ，　 Section　Moniticladae

　（1）S．tsuboiana （Fig．4，　Gl −2）： 主脈部｝こは 主維管束 （径 100〜llOμrI1） お よ び 主維管束 の．k と左右に 4 〜6 個 の 小

維管束が認め られ る．内側葉縁部 と外側葉縁部に は 繊維が 各 a25 〜40 伍珂お よび 35〜45 個 認 め られ る．表 面 視に お い

て ， 姓酸細胞は 主脈部 お よび 平行脈 Lの 両面表及 と平行細脈 の 下面表皮 （Gz）に は 認め られ るが ， 平行細脈の 上面表

皮 （G ，）に は 認 め られな い ．刺 它は 上面表皮に な く，
一
ド面表皮 （G2）に 認 め られ ，その 分布 は ，内側葉縁部 と主脈部

の 間に は 少ない （Fig，6，　Cl）．　 micro 　hair の 長 きは 55、’60μm ，　 basal　cell 　distal　 cell よ りやや長い ．気孔は 周辺 の

乳頭 突起 に よ っ て 被われ て い る．単細胞 Eは ない 。

　（2）S．ha／atae （Fig ．4，11−z）： S．　tsuboiana と類似す る が ，以 下 の 点が 異 な る ．−L面 表皮 （ll）に は 刺毛が 多 く認め ら

れ る （Fig．6，
　G2）．卜面 表皮に は 単細 胞 E−（長 さ 350〜450μm ） が 認 め られ る．

　 D ．　 Section　Lasioderma

　（1）S．tsukubensis （Fig．5，　B−C ）： 主 脈部 （Bl） に は 主 維管束 （径 100・− 110μm ＞ お よび 主 維管束の 上 部 と左 右に 4

〜6個 の 小維管束が 認め られ る．内側葉縁部 （B3）と外側葉縁部 （B4）に は 繊維群が 認 め られ，それ ぞれ 30〜35個 お

よび 35〜40個 で あ る．表面視に お い て ，硅酸細胞は 主 脈部 お よ び 平行脈の 両面表皮 と平行細脈 の 下面表皮 （C2）に 認

め られ る が，平行細脈 の 上 面表皮 （C ，）に は 認 め られ な い ．刺毛 は 上 面表皮 （C1） に は ま っ た く認め ら れ ず，下面表

皮 （C2）に の み 認 め られ る．　 micro 　hair は 短 い （45〜55μm ）．気孔 は 周 辺 の 乳頭突起 に よ っ て 被 わ れ てい る．下面表

皮 に は 単細胞毛 （長 さ 250〜450pm ）が 認 め られ る．

　（2）S．　shimidtuana （Fig．5，　El．2）： S．　tsukuben ∫is に 類似す るが，以下 の 点が異な る．上面表皮 （El）に 刺毛が多 く

認め られ るが ， 主脈部近辺 で は 認め られない （Fig．6，　D2）．　 micro 　hair は 短 く（45〜55μm ），basal　 cell は distal　cell

よ り長い か ，あ るい は 同長 で あ る．単細胞 毛は
．．
ド面表皮 に 認 め られ る．

　（3）s．eshidensis （Fig．5，　Gln ）： s．　tsukubensis に 類似す るが ， 次 の 点が 異な る．上面表皮 （G1）に 刺毛が 多 く認 め

られ る が，内側葉縁部 と主脈部 の 間 で は 少な く，主脈部 と外側葉縁部 の 間に は 多 く分布す る （Fig．6，　D3），下 面表皮

（G2）に は 単細胞毛が 認 め られない ．

結論お よ び考察

　L 　市販 の 「ク
ー
7 ザ サ （隈笹 ・熊笹）」は 明 らか に タ ケ 科植物 の 葉 で あるが ，外観 ヒ数種の 葉の 混入が 考え られ た．

そ の 基源を 確 証す る た め，市 場品 とサ サ 属 の 葉 とを 比較組織学的 に 検討 し た 結果，商品 の 「ク マ ザ サ 」は サ サ 属 の

S．veitchii の 葉 で は な く，　 S．　patmata（M ’、RLIAc ）NAKAI チ
『
マ キ ザ サ お よび S．　senanensis （FRiLNcHET 　et　SAvATIER ）

R．EHDER ク
．
1 イ ザ サ の 葉が 多 く認め られ，　 S．．yahikoertsis　MAKlNo ヤ ヒ ＝ ザ サ と S．　kuritensis（RuPREcHT）MAK ［No 　et

SHIBATA チ シ マ ザ サ の 葉が 混入 し て い る こ とを確証 し た．

　2， サ サ 属は 鈴木
s）

お よび 北村ら
9♪

に よ っ て 5 節 に ， 室井
10）

に よ っ て 9節 に 分類 され てい る が ， 大井
工2 ）

は 節に 分類

12）大井次三 郎 ，

“H 本植物誌
”

， 至文堂，東京，1965，p，89．
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し てい な い ．今回実験 した，葉 の 内部形 態学 的 検討に お い て は ，節 の 特徴は 認 め られな か っ た ．サ サ 属の 組織学的特

徴は 平行細脈 の 上面表皮 に 硅酸細胞が 認 め られな い 点で あ る ．しか し ，
ミ ヤ コ ザ サ 節 （Sect．　Crassinedi）は平行細脈

の 上 面 表皮 に 硅酸細胞 が 認 め られ ，組織学的に は ア ズ マ ザ サ 属 （Genus 　Sasaella）1こ 類似する、 ミ ヤ ： ザ サ 属の 葉の

内部お よび表面の 形態に つ い て は 次輾 で 詳説す る．

　List　of 　abbreviations ： amc
，
arm 　cell

；
bc，　bulliform　 cellsl 　 bh ，bristIc　hair； car ，　articulation 　cell ；

f，且ber；

f皿 o，fusoid　cell ；　b，　hair； is，　inner　bundle　sheath ；
10c，　long　cell ； n 曲 ，　m 王cro 　hair；　05

，
0uter 　bundle　sheath ；

paa ，　arm −palisade　cell ； pp ，
　papillac｝ prh ，　prickle　hair； s

，
　sieve 　tube ； 5c ，　sclcrenchyma ； shc ，　short 　cell ； sic ，

silica 　 cell ；　sto ，　stomata ；　v
，
　vessel ・
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